
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 25 年度 
 

磐田市協働のまちづくり推進事業中間報告 

（平成 25 年 10 月 31 日現在）

市民部市民活動推進課 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１ 市民等の意識の醸成及び啓発に関すること 

事業名 実施内容 

広報紙発行 

 

広報いわた（全戸配布）へ協働に関する情報を掲載。 

【６月号】 

市民活動センターが実施している相談、講座、会員サービスの紹介など 

【９月号】 

協働のまちづくり及び提案事業の説明と平成 25 年度実施事業の紹介 

【２月号】 

（予定）市民活動フェスタのお知らせ、協働のまちづくり提案事業報告会 

 

 

 

市民活動センター通信（全戸配布）を発行。 

【８月号】 

第１回みんなの活動応援講座実施報告、ＮＰＯとボランティアの説明、利用

登録団体の紹介、協働のまちづくりの説明、市民活動センターからのお知ら

せなど 

【11 月号】 

市民活動パネル展、みんなの活動応援講座及びのっぽ情報交換会の実施報告、

利用登録団体の紹介、協働のまちづくりの説明、市民活動センターからのお

知らせなど 

【３月号】 

（予定）市民活動フェスタのお知らせなど 

 

 

市民活動センター情報紙（センター登録団体及び市窓口に配布。）を毎月発行。

【内容】 

市民活動センターの事業予定や助成金情報、登録団体活動の紹介など 

ホームページ 

管理運営 

磐田市ホームページ及び市民活動センターホームページに協働などに関する情

報を掲載。 

【掲載内容】 

 ・協働のまちづくりの説明を簡単で分かりやすいものに変更。 

・磐田市協働のまちづくり推進条例へのリンク 

・協働啓発資料掲載（パンフレット、リーフレット、手引き） 

 ・25 年度実施分協働のまちづくり提案事業の紹介 

 

 

 

 

提案事業実施団体に、他の団体などから「広報に載っていたね」「どんな事

業をやっているの」などの問い合わせがあった。 

通信や情報紙を見て、みんなの活動応援講座に参加した人がいた。 

資料P.1～3 

資料P.4～5 

資料 P.6～7 
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事業名 実施内容 

協働・まちづくり出

前講座 

市民活動団体や事業者に協働のまちづくりに関する出前講座を実施。 

・磐田地区労働者福祉協議会定例会（35 人参加） 

 協働による事業者の社会貢献活動について、事例を交えた説明を行った 

・ＮＰＯ法人サンサンいわた職員研修（40 人参加） 

 社会貢献活動を通じ、地域の障がい者施設に対する理解を求める方法を紹介

した 
 

出前講座（※H.25 は 10 月末現在） 

 

 

 

区分 H.22 H.23 H.24 H.25 

開催回数(回) ２ ７ ４ ２

延参加者数(人) 不明 340 170 75

市民活動パネル展 市民活動センター登録団体の活動を紹介するパネル展を開催。 

(1) 磐田市情報館（ららぽーと磐田） 

【内容】 

市民活動センター利用登録団体のうち、16 団体の活動紹介パネル展示を行

った。また、３団体が団体のＰＲ活動を行い、11 日間（8 月 16 日～26 日）

で 26,948 人が来場した。 

団体ごとの展示スペースを広げ、最近の活動状況や会員募集チラシなどの

掲示スペースを確保した。 

来場者が気に入った活動に「イイね！」シールを貼ってもらう試みを実施

し、582 のシールが貼られた。 

【ＰＲ活動団体】 

 ・ＮＰＯ法人サンサンいわた（事業紹介、しっぺい缶バッジ作成） 

・子どもの健康と環境を考える会（事業紹介、紫外線ビーズ作成） 

・磐田年金受給者会（会員募集） 

 

 

 

(2) 福田公民館 

活動紹介パネルを作成している市民活動センター利用登録団体（41 団体）

のパネル展を開催した。24 日間（10 月１日～29 日）で 889 人の来場者が

あった。 
 
 
 
 

 
 

パネル展（※H.25 は 10 月末現在） 

 

 

 

 

区分 H.22 H.23 H.24 H.25

開催回数（回） 4 4 2 2

パネル掲示団体数 

（磐田市情報館分） 
― 36 37 16

市民の声 

「団体名だけは知っていたけれど、活動内容を知ることができた」 

市民の声 

「イイね！シールを貼ることで、団体の活動を応援できた感じがした」 

資料 P.8 
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事業名 実施内容 

調査結果のデータベ

ース化【重点事業】 

 

 

 

 

 

【進捗状況】 

・データベースに掲載する市民活動団体の活動状況について、掲載項目や表示

方法の見直しを行った（活動日及び活動場所、活動分野を追加）。 

・市民活動団体情報データ及び市民活動団体の活動紹介データの掲載内容につ

いて団体に最終確認。 

・データベースを活動紹介冊子として印刷するためのフォーマットを作成した。

 

【今後の予定】 

・市ホームページにデータベースを掲載。 

・実態調査回答団体へのデータベース送付。 

・市民活動センター登録団体へのデータベースの活用を依頼。 

・庁内掲示板や研修などで職員へ「協働の相手先の選定資料」として活用する

よう周知する。 

・市民活動フェスタでデータベースの周知及び活用方法を紹介する。 

協働啓発資料の活用

【重点事業】 

【進捗状況】 

市民に対して、協働や実際に協働を進める際の手順などについての啓発を行

った。 

・市ホームページに協働意識啓発資料（パンフレット、リーフレット、手引き）

を掲載。 

・公民館や出前講座において、協働啓発資料を配布した。 

配布先 配布資料 

公共施設窓口 

（公民館、図書館など） 
パンフレット、リーフレット、手引き

出前講座 リーフレット 

協働のまちづくり提案事業 

報告会及び審査会 
リーフレット 

市民活動団体実態調査及び 

事業者社会貢献活動調査回答者 
パンフレット 

市民活動センター事業 

（応援講座、団体交流会など） 
パンフレット 

                                        
 

【今後の活用方法】 

・市民活動フェスタなどでの配布。 

・協働のまちづくりに関する相談での使用。 

・資料を活用した職員研修の実施。 

相談や出前講座において説明資料として使用することで「協働の意味が分か

った」という反応が得られた。 

P.9～13 
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２ 相談窓口の充実及び活動機会の提供に関すること 

事業名 実施内容 

協働・まちづくり相談 市民活動推進課、市民活動センターで、まちづくりに関する相談を受け付けた。

【相談傾向】 

 ・市   ：協働のまちづくり提案事業、協働の方法について。 

 ・センター：ＮＰＯ法人化や事業の内容、進め方について。 
 

 

 区分 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 

市受付件数(件) ― ― ― 19 12

センター受付件数(件) 121 102 148 165 52（2）

協働のまちづくり 

提案事業 

【重点事業】 

【事業概要】 

事業名『世代をつなげた協働による食育から「優しさとふれあいと支えあい

の健康長寿のまちづくり」』 

実施者 ＮＰＯ法人こどもの森、健康増進課 

内 容 高校生は、ファッションや美容への興味が高まり、ダイエットや偏

食などにより、食生活が乱れやすい傾向にある。 

食生活の乱れは、将来的に生活習慣病につながることから、食育の

推進を目指すNPO 法人こどもの森と健康長寿のまちづくりを目指す

健康増進課が協力して「食育と調理実習による講座」を実施中。 
 

事業名 『憧れの大人プロジェクト』 

実施者 キャリア教育研究所ドリームゲート、商工観光課 

内 容 未来の磐田市を担う子どもたちに、さまざまな大人との交流を通じ、

大人になることや将来の仕事に夢を持ってもらうことを目的とし

て、職業観の育成企画「お仕事体験！わくわくワーク」と「特別講

師による就労・起業啓発出前講座」を実施する。 
 

事業名 『正しい知識でペットと暮らそう～愛犬手帳の改善と活用に取り組む～』

実施者 いわた動物愛護協議会、環境課 

内 容 愛犬手帳の改訂や啓発資料の作成を通じ、飼い犬に名札や鑑札を着

けるだけでも、家に帰れる確率は高くなるといった飼い主の義務や

正しい飼い方を周知し、飼い犬との幸せな暮らしを目指す。 
 

事業名 インターナショナルフォーラム２０１３ 

実施者 磐田市国際交流協会、市民活動推進課 

内 容 外国人市民と日本人市民の間にある「言葉や文化の違い」という壁

をなくして、誰もが安心して暮らせるまちを実現させるため、関係

機関が協力して、２ 月にフォーラムを開催する。 

相談受付件数（※H.25 は 10 月末現在）（市：実数、センター：延べ件数）

市民活動センターのスタッフ会議（市担当者参加）で相談結果を共有する

とともに、対応状況やその後のフォローアップに努めている。

資料 P.14～16 

資料 P.17～23 
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事業名 実施内容 

まち美化パートナー

制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路河川課】 

・同じ地域でまち美化パートナーとして活動していた企業、自治会、小学校Ｐ

ＴＡが、協働での草刈り、ゴミ拾いなどの活動を行い、約60人が参加した。

・静岡県トラック協会中遠支部による国道１号バイパス側道のゴミ拾いを行

い、約120人が参加した。国土交通省の職員も参加し、終了後に中部地方整

備局長表彰（国土交通省）を受けた。 

・まち美化パートナー加盟事業所である磐田化学工業㈱、日本アルコール産業

㈱、高砂香料㈱、高砂珈琲㈱が、地域の祭典の翌日にゴミ拾いを行い、約50

人が参加した。 

 

 
 
 
 

【都市計画課】 

・一番町公園では、複数の団体による美化活動が行われており、自治会組長会

がトイレ清掃、老人会い組会と趣味クラブ（グラウンドゴルフ）がグラウン

ド清掃・除草、花壇整備を行っている。 

 

 

 
 
 

【環境課】 

・平成 19 年から累計 1,000 枚を超える「不法投棄監視中」のマグネットシー

ト、ステッカーを支給した。新聞店やタクシー会社をはじめ、多くの事業所

が、不法投棄監視パトロールを行っている。 

・霊園の管理清掃業務を行う団体が立ち上がったため、必要な物品、用具等の

支給・貸与及び活動区域内に団体名を記した看板の設置などを行った。 

 

 
 
 

 

  登録団体数（件）（H.25 は 10 月末現在） 

区分 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 

道路河川課 96 111 116 121 121

都市計画課 39 43 45 48 48

環 境 課 21 30 39 44 47
 

 

市内にある 252 の公園のうち、47 ヵ所がまち美化パートナーによって管

理されている。（公財）静岡県グリーンバンクや国土緑化推進機構の補助

を受けている団体も含め、自主的な清掃活動が行われている。 

登録団体単独での活動が多かったが、近年では、合同活動の取り組みが

広がっている。 

多様な事業者によるパトロール等により、不法投棄の抑止が少なからず

図られている。 
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事業名 実施内容 

地域づくり推進事業

費補助金 

【市の委託事業に準ずる整備事業】（５団体） 

・南御厨地区水辺の里を創造する会 

 平成 15 年に南御厨地区の自治会長により、荒れ果てていたカワバタモロコ

保護池を住民の手で整備管理する「水辺の里」構想を立ち上げ、地域の多様な

団体に了承を得た。 

 平成 16 年から当補助金を受け、丸太による土止めなどの整備を行い、魚が

泳ぎ、季節の花が咲く水辺の憩いの場になった。 

 また、夕涼みフェスタなど地域のイベントも行われている。 

 現在の活動は、橋の手摺や土止めの補修、花壇の手入れ、草刈りを行い、毎

年延べ 200 人を超える住民が参加している。 

・ひょうたん池自然を考えよう会 

ひょうたん池及びその周辺の自然を守り「自然を生かし自然と戯れ、何時で

も心の安らぎを与えてくれる市民の憩いの場」をつくることを目的に、安久路

川堤防の草刈り、池周辺の草刈り及び池内の藻取り、池及び水路の護岸補修を

行っている。 

また、子ども達が学習出来る自然環境づくりとして、蛍の幼虫の飼育及び餌

となるカワニナの繁殖に取り組んでの蛍の里づくりを行っている。 

【地域の独自事業】（31 団体） 

・池田地区コミュニティ会 

 地区住民による組織活動を通して、地区住民の融和を図り、住みよい住環境

の構築を目的とした活動を実施している。地区住民から年会費（600 円/世帯）

を徴収し、盆踊りや通学合宿、新年の集いなどのイベントをはじめ、コミュニ

ティだよりを毎月発行し、地域の交流を深めている。 

 

 

 

（H.25 は 10 月末現在） 
 

区分 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 

補助団体数（件） 42 41 35 37 36

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金を活用し、市民が自ら考え、企画し、行動することで、地域の活性化

やコミュニティ活動の促進、地域力の向上につながっている。 
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３ 情報交換、評価の仕組み及び市民等の参加の仕組みに関すること 

事業名 実施内容 

市民活動フェスタ 

【重点事業】 

協働シンポジウムと協働のまちづくり提案事業報告会を統合した「市民活動フ

ェスタ」として、まちづくりを行う団体同士の交流や連携の推進を目的とした

活動発表及び情報交換会の開催を予定。出展団体の募集や活動紹介の内容など

の検討を進めている。 

 

【市民活動フェスタ概要（予定）】 

１ 日 時 平成 26 年３月 23 日（日） 午後１時から 

２ 場 所 ｉプラザ（総合健康福祉会館） 

      ２階 ふれあい交流室１～３ 

３ 内 容 第１部 『協働のまちづくり提案事業報告会』 

        ・パネルディスカッション「協働のチカラ（仮）」 

         コーディネーター：東海大学教授 河合孝仁氏 

         パネラー    ：提案事業実施団体、担当課 

第２部 『市民活動フェスタ』 

        ・市民活動団体ＰＲ 

・市民活動情報交換会 

          

４ その他 広報いわた２月号や市民活動センター通信への掲載。実態調査回

答団体や事業所への呼びかけなどにより、参加者の拡大を図る。 

中東遠地域市町・市

センター会議 

中東遠（掛川市、袋井市、菊川市、御前崎市、森町）の協働担当者及び市民活

動センターで組織する会議に出席し、各市町の協働の現状と課題などに関する

意見交換を行った。 

視察研修 市民活動センターの運営や市民活動団体の活動、運営の参考とするため、視察

研修を行い、磐田ジュニアホステリングクラブ、ＮＰＯ法人磐田体育協会、磐

田ボランティア連絡協議会、磐田市社会福祉協議会などから８人が参加した。

団体の運営、他団体や事業所との連携、ネットワークづくりなどに関する活動

を伺い、参加団体からは「今後の団体運営の参考になった」との感想を聞くこ

とができた。 

【視察先】 

１ ふじのくに西部ＮＰＯ活動センター 

２ 浜松市市民協働センター 

３ ＮＰＯ法人地域生活応援団あくしす 

４ ＮＰＯ法人クリエイティブサポートレッツ 

 

 

 

 

-7-



事業名 実施内容 

まちづくりサポー

ター制度 

 

 

まちづくりを実施する団体とまちづくりに参加したい市民をコーディネートし

た。 

【参加イベント】 

 ・いわた大祭り「遠州大名行列舞車」（４人参加） 

  内容：オープニング手伝い、ステージ手伝い、警備 

 ・国分寺まつり 2013in 遠江（２人参加） 

  内容：ステージ設営、本部運営 

 ・向笠竹之内祭典 

  内容：半紙への毛筆書き（１人参加） 

【まちづくりサポーターの感想】 

・自分の特技を生かす場所を与えていただいて感謝している。 

【依頼団体の感想】 

・毎年、人手不足で「まちサポ」に甘えてしまっている。大変助かっています。
 

まちサポ活動実績（件）（H.25 は 10 月末現在） 
 

 

 

 

区分 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 

活動件数(件) 20 20 29 16 3

活動人数(人) 94 58 170 93 7
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４ 人材育成、支援制度及び活動拠点の確保に関すること 

事業名 実施内容 

みんなの活動応援 

講座 

市民活動団体支援に関する各種講座を開催。 

市民活動団体実態調査により把握した「会員不足」や「活動資金不足」などの課題

に対応した講座を企画した。 
 
【講座内容】 

 講師：プロセスコンサルタント 守本 尚子 氏 

 １回目「手応えのある情報発信の記号」（参加者９人） 

【受講者の感想】 

 ・「誰に何を伝えたいのか」情報発信の基本を再確認できた。 

 ・ＰＲする対象者について考えるいい機会になった。 

 ２回目「打率を上げる資金調達の道具」（参加者 15 人） 

【受講者の感想】 

  ・「助成する側の立場になって募集要項を読み解く」というところで、自分本

位で申請していたことに気が付いた。 

 ３回目「スマートな仲間づくりの合い言葉」（参加者 12 人） 

 【受講者の感想】 

・自分たちの活動に不足していたことがよく分かった。もっとみんなで意見を

出し合う場を作り「自分が活動している会」だと思えるようにしたい。 

 ４回目「ムリなく広げるネットワークづくりのキーワード」（11 月 30 日） 
 

（※H.25 は 10 月末現在） 

区分 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 

延参加者数(人) 不明 83 48 39 36
 

ミーティングスペー

ス及び作業スペース 

提供 

市民活動センター登録団体へミーティングスペース及び印刷・作業スペースを提供

した。 

【提供サービス（会員）】 

・会 議 室 ミーティングスペース、交流スペース など 

・印刷製本機器 印刷機、帳合機、裁断機、紙折り機 など 

・機 器 貸 出 プロジェクター、スクリーン など 
 
市民活動センター利用状況（H.25 は９月末現在） 

 

区分 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 

登録団体数(団体) 111 117 145 174 185

総利用者数(人) 5,714 4,627 5,012 4,953 1,999

ミーティングスペース 

利用者数(人) 
2,683 1,787 1,677 1,830 365

印刷利用者数(人) 1,397 1,235 1,682 1,441 793
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５ その他協働のまちづくりの推進に関し必要なこと 

事業名 実施内容 

協働のまちづくり 

推進委員会 

磐田市協働のまちづくり推進条例第８条に基づき、協働のまちづくり推進に関

する事項を調査審議する。 

 

６ 職員の協働のまちづくりに対する意識を高め、組織体制の整備及び連携の強化に関すること 

事業名 実施内容 

ワーキングチーム 各部局及び支所協働担当による協働推進ワーキングを月１回実施した。 

ホームページの内容検討や各部署の協働事例のとりまとめ、啓発資料やデータ

ベースの活用方法、若手職員の研修内容などの検討を行った。 

今後は、市民活動フェスタの内容やまちサポのあり方、提案事業の見直しなど

について検討を行う。 

職員研修 各課職員約 60 人を対象に、協働意識を醸成する講座を行う。（12 月 13 日） 

【研修内容（予定）】 

・Ｗｉｎ×Ｗｉｎ協働の講座 
 講師：ふじのくに西部ＮＰＯ活動センター 

      副センター長 今村哲郎 氏 

各部局の若手職員を対象とした協働研修を実施する。 

【研修内容（予定）】 

・研修参加職員に協働意識に関するアンケートを実施する。 

・協働研修を受講 

・ワークショップを２回開催し、市の業務（自課、他課問わず）について協働

実施の可能性、可能な場合の進め方についての検討を行う。 

・提案事業報告会に参加し、実際の協働事例を学ぶ。 

・協働意識に関するアンケートを再度実施して意識の変化を測る。 
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